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　人ロの動き

　7月1日現在
男5．297（一9）

女5．401（一4）

計10．698（一13）

世帯数2．396（一6）

（）内は前月との比較
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風あくまで広いたばこ団
葉のうねりをみちびく台地の風

という生産者の表情をゆがめな

穫の秋をいのる。（中子で）

る
な
　
収

　
　
と
入
、

渡
ご
マ
に

を
み
あ
う

　
　
、
ま
よ

地
地
惑
い

台

・
∞
灘
灘

　　　騨　　翻　鮒翼羅鰍

講
、
灘
構

、
繍

難畿職嚇　騰

難
饗
毒
肇
灘
　
幾
謹
心
．
織

難欝・
茎
懸
慧
慧

、
議
灘
轍
辮

燃

簸
　
、

囹
行

事

　
　
七
　
　
月

十
六
日
　
川
西
中
学
校
水
泳
プ
ー

　
ル
開
き

〃
日
　
町
民
野
球
大
会

二
士
一
百
　
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
大
会
を
午
前
九
時
か
ら
川
西

　
中
学
校
体
育
館
で
。
　
一
チ
ー
ム

監
督
一
人
、
選
手
九
人
と
補
員

　
五
人
以
内
の
編
成
で
、
い
ま
の

　
と
こ
ろ
八
チ
ー
ム
が
参
加
す
る

予
定
。

二
十
四
日
　
千
手
家
庭
教
育
学
級

　
を
役
場
分
室
で
開
く
。
時
間
は

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同
三
時

　
三
十
分
ま
で
。
新
潟
大
学
の
斉

　
藤
和
代
教
授
を
講
師
に
、
家
庭

　
学
習
に
当
た
っ
て
、
親
の
態
度

　
や
親
の
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
の
は
何
か
を
究
明
す
る
。

二
＋
五
日
　
婦
人
学
級
委
託
費
交

　
付
申
請
書
作
成
事
務
説
明
会
、

　
会
場
は
役
場
上
野
連
絡
所
で
午

　
後
一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
、
各

　
学
級
と
も
学
級
長
と
会
計
担
当

　
者
は
必
ず
出
席
す
る
よ
う
。
説

　
明
の
あ
と
で
、
学
級
運
営
上
の

　
問
題
等
に
つ
い
て
研
究
も
予
定

　
し
て
い
る
。
学
級
数
二
十
五
。

二
十
九
日
　
青
年
学
級
の
キ
ヤ
ン

　
プ
。
翌
三
十
日
と
二
日
間
を
予

　
定
し
、
場
所
は
節
黒
城
、
第
一

　
日
目
は
午
後
三
時
か
ら
で
、
翌

　
日
は
午
前
十
時
ま
で
の
キ
ヤ
ン

　
ピ
ン
グ
に
な
る
。
自
然
に
親
し

み
、
友
人
を
つ
く
り
、
か
ら
だ

　
を
鍛
え
る
の
が
目
的
、
キ
ャ
ン

　
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
も
楽
し
む
。
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町
議
会
報
告
（
六
月
定
例
会
）

予
算
の
補
正
と
一
般
質
問
が
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘
保
育
園
建
設
も
決
ま
る

第
四
回
町
議
会
定
例
会
が
、
さ
る
六
呈
＋
八
日
に
峯
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
、
い
わ
ゆ
る
六
月
定
例
会

羅
麟
難
鍵
鵡
藝
属
痛
瀟
鑑
簿
雛
舗
縢
灘
繋

中
心
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
日
と
も
婦
人
多
数
の
傍
聴
で
、
ふ
ん
い
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た

監
査
委
員
に

　
星
名
安
信
氏

監
査
委
易
選
任
の
件
は
、
白
井
源
次

委
員
の
六
月
末
辞
職
に
伴
う
後
任
人
事

で
、
新
し
く
星
名
安
信
氏
（
沖
立
、
五

十
八
歳
）
の
就
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
は
、
国
保
関
係
の
ふ
た
つ

の
条
例
と
、
町
職
員
が
国
民
の
祝
日
や

年
末
年
始
の
休
日
に
勤
務
す
る
場
合
の

超
過
勤
務
手
当
の
率
改
正
を
内
容
と
し

た
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

　
川
西
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

は
、
昨
年
の
や
は
り
六
月
定
例
会
で
議

決
さ
れ
た
同
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
推
移
に
合
わ
せ
て
手
直
し
し
た
も
の
、

で
す
。

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
予
算
補
正
は
、

一
般
会
計
と
国
保
事
業
、
同
施
設
、
簡

易
水
道
、
へ
き
診
お
よ
ぴ
歯
科
診
の
各

特
別
会
計
で
、
こ
れ
で
二
回
目
の
一
般

会
計
以
外
は
、
い
ず
れ
も
今
回
が
最
初

の
補
正
で
す
。
特
に
、
一
般
会
計
は
三

千
四
百
六
十
四
万
一
千
円
と
い
う
大
型

の
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
仁
田
に
建
設
す
る
橘
保
育
園

に
つ
い
て
は
、
金
額
一
千
六
百
四
十
万

円
、
相
手
方
丸
山
工
務
所
と
す
る
請
負

契
約
の
締
結
と
馬
地
元
か
ら
の
敷
地
寄

付
の
受
け
入
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
厚
生
委
員
会
で
審
査
中

の
請
願
一
件
の
審
査
期
限
延
長
も
決
め

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
に

立
っ
た
の
は
六
議
員
で
、
質
問
者
お
よ

ぴ
質
問
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。小
林
与
作
議
員
：
：
仙
田
地
区
統
合

　
　
校
の
敷
地
買
収
に
つ
い
て

水
落
達
一
議
員
：
：
第
二
次
農
業
構

　
　
造
改
善
事
業
に
つ
い
て

登
坂
　
茂
議
員
：
：
渋
海
川
お
よ
ぴ

　
　
小
河
川
の
砂
防
対
策
に
つ
い
て

須
藤
寛
蔵
議
員
：
：
主
要
町
道
の
無

　
　
雪
化
、
冬
期
交
通
確
保
に
つ
い
て

平
野
圭
二
議
員
：
：
千
手
町
．
川
西

　
　
両
農
協
合
併
問
題
に
つ
い
て

村
山
義
雄
議
員
：
：
ほ
場
整
備
実
施

　
　
上
の
問
題
点
と
二
次
構
の
人
的
資

　
　
源
養
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
質
問
許
可
順
）

　
一
問
一
答
の
内
容
は
、
後
日
、
”
町

政
の
ひ
ろ
ば
”
で
お
伝
え
す
る
計
画
で

い
ま
す
。

議
員
の
欠
員
5

　
こ
の
一
般
質
問
の
終
了
後
、
市
川
富

二
議
員
の
一
身
上
の
都
合
に
よ
る
辞
職

灘
灘

韮

誕

承
認
の
件
が
日
程
に
追
加
さ
れ
、
異
議

な
く
承
認
し
て
六
月
定
例
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

（29日）6月定例会、婦人会員多数の熱心な傍聴

交
通
安
全
で

四
氏
に
感
・
謝
状

　
　
　
　
安
全
宣
言
10
周
年

　
き
ょ
う
十
日
、
本
県
の
交
通
安
全
県

宣
言
十
周
年
を
記
念
し
て
、
川
西
町
で

次
の
四
人
の
か
た
が
、
県
知
事
か
ら
感

謝
状
を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

村小太北
越林田村

栄
作
（
中
央
町
）

長
栄
（
〃
）

健
三
（
木
島
町
）

利
雄
（
野
口
）

　
な
お
、
市
川
議
員
の
辞
職
に
よ
っ
て

町
議
は
二
＋
二
人
の
定
数
に
対
し
三
人

の
欠
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
交
通
事
故
か
ら
住
民
の

身
体
生
命
を
守
る
た
め
献
身
的
な
交
通

安
全
活
動
を
行
な
い
、
事
故
防
止
対
策

の
推
進
に
積
極
的
に
努
力
し
て
き
た
点

を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
分
）

☆
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

川
崎
孝
治
（
越
ケ
沢
）
、
　
小
林
準
作

（
中
仙
田
）
、
　
数
藤
く
ら
（
沖
立
）

☆
入
手
品

竜
吐
水
、
た
ん
こ
ろ
、
花
火
筒
、
千
歯

そ
ば
切
り
ほ
う
ち
ょ
う
、
ざ
ぐ
り
、
カ

ラ
ソ
の
機
械
、
す
ず
り
、
は
か
り

曲
辰
委
、己己

底
挙
は
無
投
面　示

　
き
た
る
十
四
日
に
行
な
う
予
定
だ

っ
た
川
西
町
農
業
委
員
会
委
員
の
一

般
選
挙
は
、
立
候
補
者
数
が
定
数
を

超
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
選
挙
は
行
な
わ
ず

特
別
な
事
由
の
発
生
し
な
い
か
き
り

無
投
票
に
よ
っ
て
、
十
五
日
の
選
挙

会
で
当
選
人
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
の
委
員
は
、
法
律
に
よ
．

っ
て
①
選
挙
に
よ
る
委
員
、
②
農
業
協

同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
の
理
事
の
う

ち
か
ら
各
一
人
と
、
市
町
村
議
会
の
推

薦
し
た
学
識
経
験
を
有
す
る
者
五
人
以

内
の
選
任
に
よ
る
委
員
、
以
上
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
選
挙
に
よ
る
委
員
は
十

四
人
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
ほ
か
は
、

農
協
の
理
事
の
う
ち
か
ら
二
人
議
会
の

推
薦
に
よ
る
委
員
五
人
の
合
計
二
＋
一

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
今
回
の
選
挙
は
、
さ
る
七

日
に
告
示
と
な
り
、
同
日
立
候
補
の
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
翌
八
日

と
二
日
間
の
届
出
期
間
中
に
届
け
出
を

済
ま
せ
た
者
は
＋
四
人
の
定
員
を
オ
ー

バ
ー
し
な
か
っ
た
た
め
投
票
を
行
な
わ

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
委
員
も
、
任
期
は
三
年
で

同
時
に
満
了
し
ま
す
か
ら
、
今
月
中
に

は
、
新
し
い
委
員
の
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
う

予
定
で
す
。

　
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
で
す

O
農
業
者
の
利
益
を
守
る
た
め
の
農
政

活
動
　
○
農
地
事
務
の
適
正
な
処
理

○
農
業
の
就
業
近
代
化
の
推
進
な
ど
、

重
要
な
任
務
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
p

り
ま
す
。

　
転
換
期
に
直
面
し
て
、
川
西
町
は

い
ま
世
紀
の
大
事
業
と
い
っ
て
よ
い

基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
代
農
業
を
樹
立
す
る
た
め
に
、

新
し
い
農
業
委
員
に
み
ん
な
で
期
待

を
寄
せ
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。
　
（
新
農
業
委
員
は
、
次
号

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
）

　
　
　
　
　
　
1
選
管
か
ら
ー



昭和47年7月10日しにわか報広（署智畿鰯島）
第167号の

交通事故追放へ足並みそろえて

騒　　　“安全町，，宣言から11年

（轟あ憲乗轍まず　折の合幽ら），（特別参加のママさんたち麟追放　あ前進）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，難安全教室盛ん一・…川西町が交通安全町の宣言をしたのは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37年7月のこと、すでに10年が経過したことになる・こ
　　　　　　　　　　　　．繭，　鰐　の間、車両交通量は比較にならぬほど増力・し・皮肉にも・安

　　　　　　　　　燗雛　　　　　　全町宣言の10年目にあたる牌、交通事故はかつてない件

．，灘　．雛総灘欝裟蓋萎墨郷
　　灘　　　　　　、＝≦意欲的な参加をみることのできるのはうれしいことだ・さる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　難

1
6

月23日、・千手小の児童を対象に県と共催した安全教室の

（お次ぎはにわかコースでの実技に恥ク組む）　スナップからいくつか紹介してみよう・

響濫鰐凱芸陽証養ろ・ね・）

（
そ
の
笑
顔
を
保
ち
つ
づ
け
る
た
め
に
）

欝騨識難
・

困
っ
て
い
る
こ
と
は

人
権
相
談
（
無
料
）
へ

　
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
の
問
題
で
、

困
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
無
料
人
権
相
談
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
秘
密
を
守
り
、
他
人
に

も
れ
る
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

☆
と
き

　
　
七
月
十
九
日
（
水
）
、
午
前
十
時

　
　
　
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
☆
と
こ
ろ

　
　
川
西
町
役
場
上
野
連
絡
所

　
☆
担
当
者

　
　
人
権
擁
護
委
員
（
小
根
岸
・
小
海

　
　
　
八
太
郎
さ
ん
、
仁
田
・
木
村
正

　
　
　
吉
さ
ん
）
お
よ
ぴ
法
務
局
職
員

　
な
お
、
法
務
局
長
岡
支
局
（
長
岡
市

柏
町
一
丁
目
）
と
人
権
擁
護
委
員
は
、

い
つ
で
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

社
教
へ

　
　
　
寄
付
三
件

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
に
、
こ
の

ほ
ど
、
次
の
三
件
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
中
村
良
一
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
、

　
月
見
荘
に
と
い
う
こ
と
で
五
千
円
。

※
松
沢
賢
治
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

　
五
月
二
十
六
日
に
な
く
な
ら
れ
た
妻

　
ト
ヨ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
一
万

　
円
。
※
山
家
清
作
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

　
先
月
二
十
一
日
に
な
く
な
ら
れ
た
父

　
仲
蔵
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万

　
円
。
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第
盟
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
封
筒
募
金
に
、
こ
協
力
を

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
の
更
生
に
対
し
て
理
解
を
深
め

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
カ
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
最
近
は
、
急
激
な
過
疎
化
、
過
密
化

が
進
み
、
住
民
の
生
活
意
識
の
変
容
、

伝
統
的
な
地
域
社
会
の
崩
壊
、
核
家
族

傾
向
な
ど
も
顕
著
に
な
り
、
社
会
的
連

帯
感
が
希
薄
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
周
囲
の
情
勢
の
な
か
で
、

国
の
将
来
を
に
な
う
青
少
年
の
健
全
育

成
は
だ
れ
し
も
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
非
行
防
止
は
、
関

係
す
る
機
関
や
団
体
だ
け
の
力
で
は
と

う
て
い
不
可
能
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

総
参
加
に
よ
る
活
動
で
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。

　
　
』
世
帯

　
　
　
五
十
円
の
目
標
で

　
そ
こ
で
、
本
年
も
法
務
省
主
唱
の
も

と
で
、
県
知
事
が
実
施
委
員
長
と
な
っ

て
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
例
年
の
よ
う
に
〃
愛
の

協
力
封
筒
募
金
〃
を
行
な
い
ま
す
。

　
募
金
は
、
一
世
帯
五
十
円
を
目
標
に

し
た
任
意
募
金
で
、
今
月
中
に
実
施
し

ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
浄
財
は
、

県
の
保
護
司
連
盟
に
送
り
、
そ
こ
で
保

護
観
察
強
化
運
動
、
地
域
浄
化
運
動
、

更
生
援
助
資
金
等
に
使
わ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
一
部
は
町
へ
も
配
分
と
な

り
、
保
護
司
会
や
更
生
保
護
婦
人
会
の

活
動
資
金
に
ふ
り
向
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◎
胴
魏
針
鱗
離

察
人
員
（
法
務
省
資
料
）
　
※
保
護

観
察
少
年
四
万
九
千
七
百
四
十
四
人

※
保
護
観
察
付
刑
猶
予
者
二
万
一
千

出
し
て
納
税
の
手
続
き
を
と
っ
た
う
え

領
収
証
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
こ
の
取
扱
い
を
す
る
金
融
機
関
は
、

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協

な
ど
で
す
。
　
（
振
替
納
税
制
度
を
あ
ら

た
に
利
用
す
る
場
合
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
税
務
署
か
金
融
機
関
の
窓
口
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
ー
十
日
町
税
務
署
ー

ま
ち
が
い
や
す
い

　
　
　
　
印
　
紙
　
税

　
不
動
産
売
買
契
約
書
や
借
用
証
書
、

領
収
書
な
ど
の
文
書
を
作
っ
た
と
き
に

は
、
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
印
紙
税
は
、
こ
の
よ
う
な
文
書
を
作

っ
た
人
が
決
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙

を
は
り
、
消
印
を
し
て
納
め
ま
す
。

　
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
か
ど
う
か
は

文
書
の
標
題
や
名
称
に
は
関
係
な
く
、

そ
の
内
容
、
形
式
、
作
成
の
目
的
な
ど

で
判
断
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
請
求
書
に
「
相
済
」
ま

た
は
「
了
」
な
ど
と
書
い
た
も
の
は
、

請
求
し
た
金
額
を
受
け
取
っ
た
と
い
う

事
実
を
証
明
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
金

銭
の
受
取
書
と
し
て
印
紙
税
が
か
か
り

ま
す
。

　
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
は
種
類
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
印
紙
を

は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書
か
ど
う

か
、
ま
た
、
い
く
ら
の
印
紙
を
は
っ
た

ら
よ
い
か
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

遠
慮
な
く
税
務
署
に
お
尋
ね
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

税
の
相
談
日
、

　
　
毎
月
五
の
日
で
す

百
五
＋
二
人

百
三
＋
人

百
七
＋
七
人

三
人
）

　
※
仮
出
獄
者
七
千
六

※
仮
退
院
少
年
三
千
七

　
（
合
計
八
万
二
千
三
百

所
得
税
・
篁
期
分
の

　
　
　
　
納
期
は
今
月
末

　
　
振
替
納
税
制
度
を
利
用

　
　
し
ま
せ
ん
か

　
七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一

期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

　
納
税
額
は
、
六
月
に
税
務
署
か
ら
通

知
の
あ
つ
た
も
の
で
、
そ
の
金
額
を
、

今
月
の
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
納
税
の
際
に
は
、
電
話
料
や
N

H
K
の
受
信
料
の
払
込
み
と
同
じ
よ
う

に
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ

れ
る
振
替
納
税
制
度
を
利
用
す
る
と
手

数
が
か
か
ら
な
い
で
便
利
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
税
務
署

で
は
、
税
金
の
納
付
書
を
あ
な
た
か
ら

依
頼
を
受
け
た
金
融
機
関
に
送
り
、
金

融
機
関
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ

た
預
金
ロ
座
か
ら
税
金
相
当
額
を
引
き

　
「
土
地
を
売
っ
た
が
、
税
金
は
ど
の

く
ら
い
か
か
る
か
。
」
、
　
「
家
を
建
て

た
と
き
の
税
金
は
ど
う
な
る
か
。
」
、

「
贈
与
税
の
計
算
は
：
：
。
」
な
ど

税
金
に
つ
い
て
、
も
っ
と
よ
く
知
り
た

い
と
い
う
と
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
税
金
の
相
談
に
十
分
応

じ
ら
れ
る
よ
う
税
務
署
で
は
、
〃
税
の

相
談
日
〃
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
税
の
相
談
日
は
、
毎
月
五
の
つ
く
日

つ
ま
り
、
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日

で
す
が
、
こ
の
日
が
日
曜
や
祝
日
の
と

き
は
そ
の
翌
日
に
な
り
ま
す
。

　
税
の
相
談
目
に
は
、
相
談
や
指
導
を

専
門
に
受
け
持
っ
て
い
る
幹
部
が
応
対

し
、
納
税
者
の
方
に
有
利
な
取
扱
い
も

す
す
ん
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
相
談
は
無
料
で
す
。

　
相
談
は
、
全
国
ど
こ
の
税
務
署
で
も

で
き
ま
す
し
、
自
分
の
住
所
や
名
ま
え

も
言
わ
な
い
で
自
由
に
相
談
で
き
ま
す

か
ら
、
税
務
署
へ
税
金
の
相
談
に
行
く

と
や
ぶ
へ
ぴ
に
な
る
と
い
っ
た
心
配
は

全
然
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

根山平高高高藤小
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蔵蔵イ榮へ蔵ワク

山
野
田
塩
辛

申
仙
田
高
倉
霜
條

四
郎
兼
木
落
原
田

九八七七七七七六
五三七五四二〇八

村
越
　
美
智
　
　
篤
　
長
女
　
野
　
口

村
越
　
　
朋
　
嘉
一
郎
三
女
　
野
　
口

高
橋
　
　
剛
　
登
六
　
二
男
　
中
仙
田

五
十
嵐
千
尋
　
　
博
　
長
女
　
野
　
口

櫃
間
直
幸
友
一
長
男
伊
友

佐
藤
　
裕
子
　
正
明
　
長
女
　
室
　
島

中
川
伸
子
佑
司
長
女
仁

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満

（
◎◎
翻癬

（
◎
◎
翻

関
口
　
保

保
谷
和
子

澤
潟
徳
次
郎

敷山土澤
藤田田潟

農優齪

納
税
メ
モ

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

井
川
健
久

富
井
良
成

高
橋
直
樹

羽
鳥
ひ
と
み

渡
貫
正
人

正久光　 久
一一行博清

二
男
新
醤
（
◎
◎
顯

舞
鷲
（
◎◎
顯

雛
新
鶴
（
◎
◎
顯

瀧
澤
真
智
子

麟騰
明　　恵
子均子晃

　
こ
と
し
の
個
人
町
民
税
総
額
は

昌
、
誠
誠
一
一
万
円
と
な
り
、
前
年
比

誠
四
〇
万
円
増
。
所
得
区
分
別
の

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。
所
得

区
分
は
、
主
た
る
所
得
に
よ
つ
て

区
分
し
ま
し
た
の
で
、
農
業
所
得

者
の
減
少
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す

給
与
所
得
者
　
二
、
四
昌
四
人

　
　
一
、
匠
九
三
万
円
（
六
三
％
『
）

営
業
所
得
者
　
三
六
八
人

　
　
　
三
三
四
万
円
（
一
三
’
％
）

農
業
所
得
者
　
八
七
六
人

　
　
　
　
四
七
万
円
（
　
尋
％
）

そ
の
他
事
業
所
得
者
　
三
六
人

　
　
　
　
八
菖
万
円
（
　
三
％
▼
）

そ
の
他
の
所
得
者
　
昌
四
人

　
　
　
四
九
誠
万
円
（
一
乃
％
）

に　一

　田島

木
落
東
京
か
ら

発
電
所
通
り

　
〃
　
か
ら

上
野

青
森
か
ら

沖
立

津
南
町
か
ら

四
郎
兼

山
梨
か
ら

上
　
野

頸
城
村
か
ら騒鑑瞳簿

　
　
　
　
小
自
倉

○
町
の
灯
と
川
を
対
し
て
誘
蛾
燈

○
遠
山
に
虹
あ
り
青
田
さ
わ
や
か
に

初
夏
の
海
広
し
青
空
ま
た
高
し

　
　
　
　
小
自
倉
　
片
桐
　
　
玉
章

○
ひ
ぐ
ら
し
や
山
を
下
り
来
る
松
林

水
郷
や
軒
端
ま
で
来
て
鳴
く
水
鶏

老
い
し
母
蚕
づ
か
れ
を
い
た
わ
ら
れ

　
　
　
　
　
長
岡
金
子
　
且
雀

陽
を
受
け
し
若
葉
明
り
を
電
車
行
く

昼
近
き
葵
が
赤
し
線
路
脇
“

　
　
　
　
大
白
倉
　
中
村
み
や
こ

雨
の
輪
の
う
ち
重
な
り
ぬ
蒲
の
池

つ
き
つ
き
と
咲
き
揺
ら
ぎ
つ
㌧
月
見
草

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
　
文
峯

学
童
の
遠
足
初
夏
の
樹
海
か
な

か
わ
に
レ
擁
壇

太
田
自
南
風
選

　
江
口
　
凡
石

庵




